
死亡牛のBSE（牛海綿状脳症）検査体制について①
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国内のBSE発生件数と道内の死亡牛BSE検査頭数の推移

国内の発生件数 うち北海道( ) 道内の死亡牛検査頭数

計36頭発生
H22以降発生なし

WOAHによりBSEの安全格付け
(BSEステータス)の最上位「無視
できるBSEリスク」に認定

WOAHによる
BSEサーベイラ
ンス対象の変更

○ 北海道における死亡牛のＢＳＥ検査は、24か月齢以上の死亡牛全頭を対象に平成

１６年度から開始。その後、数度にわたり検査基準を変更

○ 令和５年、国際獣疫事務局（WOAH)は、世界的にBSEの発生が大幅に減少している

ことを受け、BSEの監視基準を変更したことから、農林水産省は、令和６年４月から

獣医師が必要と判断した死亡牛のみ検査を実施することとした

○ これに伴い、道内の検査頭数は大きく減少

令和８年 ２月 ６日
農政部畜産振興課

【背景】

（R7.４～１１月）

国内のBSE
検査対象
の変更
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死亡牛のBSE（牛海綿状脳症）検査体制について②

検査室 所在地 集荷エリア
牛の飼養頭数
(万頭)

R6月平均
検査頭数

渡島 森町 （化製場併設） 渡島、檜山 ２.６ 2.8

空知 南幌町 （化製場併設） 石狩、後志、空知、上川中部、留萌南部、胆振 ５.６ 8.2

留萌 天塩町 （単独） 上川北部、留萌北部、宗谷 8.2 16.4

網走 湧別町 （化製場併設） オホーツク 13.4 21.9

十勝東部 中札内村（化製場併設） 十勝
27.9

52.4

十勝西部 新得町 （化製場併設） 上川中南部、十勝、日高の一部、釧路の一部 29.3

根室 中標津町（単独） 胆振の一部、日高、釧路、根室 34.0 66.8

○ BSE検査室は、平成16年に専用の施設として道内７か所に設置

○ 死亡牛を搬入、延髄の採材、検査結果が判明するまで死体の保管を行う

○ 検査室の概要

【道内の検査体制】

【検査体制の見直しの方針】

○ 検査頭数に応じたBSE検査室の再編

○ BSE検査室に代わる検査対象死亡牛の搬入、採材場所の検討

○ 関係者の十分な理解を得ながら、丁寧に進めていく

●

●
●

●

●

●

●

●BSE検査室



死亡牛のBSE（牛海綿状脳症）検査体制について③

【検査体制見直し】

○ 検査頭数が少ない空知及び渡島家畜保健衛生所ＢＳＥ検査室に

ついて、地域関係事業者と協議

○ ８年度から検査に必要な人員確保が困難になることが判明した

根室家畜保健衛生所ＢＳＥ検査室について、

地域関係者と検査場所の変更に関して協議

７年度まで ８年度から（案）

渡島ＢＳＥ検査室を廃止し、
渡島家畜保健衛生所
（函館市）で検査

化製処理場（森町）に併設された
渡島ＢＳＥ検査室で検査

空知ＢＳＥ検査室を廃止し、
化製処理場内で検査
（南幌町）

化製処理場（南幌町）に併設された
空知ＢＳＥ検査室で検査

根室ＢＳＥ検査室を廃止し、
化製処理場内で検査
（標津町）

根室ＢＳＥ検査室で検査
（中標津町）
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